






























はじめに 

1才6ヵ月児健康診査事業は市町村における母子保健の重要な柱として急速に普及し,福島

県においては昭和 53年度には 90 の市町村全部で実施されるに至っている。しかし,その実

施にあたっては会場,マンパワーの確保,適切かつ使いやすい受診前質問票・健診票の使用

などの具体的実行上の諸問題のほか,地域特性に応じた健診計画の立案,要医療・要精検者

の医療機関への適切な紹介,あるいは追跡観察を要する者の撰択基準およびその方法など

種々の問題があるように思われる。 

我々の研究班は会津若松市をフィールドとし,1才6ヵ月児健康診査の実施上の問題点の明

確化およびこれらの諸問題の改善策について研究をすすめてきたが,さらに継続研究を行

った。最終年度にあたる今年度は策定した健診モデル実施案を会津若松市のほか他の町村

でも検討した。また,1 才 6 ヵ月児健診の評価健診後の保健指導のあり方の検討,あるいは

乳幼児健診のシステム化という観点から 1才 6ヵ月児健診と 3才児健診との関連を検討し

た。上記のほか,県内全市町村の 1才 6ヵ月児健診の実情把握のためアンケート調査を実施

した。 


